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血液搬送装置を装着した無人航空機による輸血用赤血球製剤の輸送実験
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災害により交通インフラが寸断された遠隔地域への
輸血用血液製剤の搬送に，無人航空機（以下 ドロー
ン）の運用が可能であるかの検証を行った．
2019年 7月 17日中四国ブロック血液センター（広島

県広島市）にて照射赤血球-LR-2（3バック）を血液搬
送装置 ATR705（（株）富士フイルム富山化学）（以下
ATR）に保管し，テスト飛行場のある大分県の宿泊施
設まで陸路輸送後，保管を継続した（片道 325km）．翌
朝テスト飛行場まで 44kmを搬送し，（株）ciRobotics
所有のドローン（型式 ciDrone type-R）に ATRを装着
後，プログラム飛行テスト（ペイロード約 9kg；飛行速
度 18km/h；高度 60m；飛行距離約 1.2km）を行った
（右上写真）．テスト飛行は，時折雨の降る曇天の合間
に実施した．ドローンに ATRを装着した後，飛行を開
始した．風の影響も少なく安定した発着姿勢を維持し

滑らかな軌道を描くことが観察された（右下写真）．ATR
内の温度も搬送出発から飛行テストまでの間 2～6℃に
保たれており（左図），輸送前，飛行テスト直後（約 24
時間後），帰着後（約 33時間後）の 3時点でサンプリ
ングした血液の品質（赤血球数，ヘマトクリット値，
平均赤血球容積，ヘモグロビン濃度）にも大きな差異
がないことを確認した．
今回，輸血用血液の品質を維持しながら車両にて遠
隔地に移動後，さらにドローンにATRを装着すること
で，輸送路が遮断された地点に血液輸送が可能である
ことが検証できた．今後，ドローン機の最大風圧抵抗
（10m/s）を考慮することで，災害時のみならず，僻地
や離島等への迅速な血液配送にも利用可能であると思
われる．
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